
　　別紙－３

【記入方法及び留意事項】

　1 　出来形及び品質のばらつきの考え方

「管理図の場合」

　　（上・下限値がある場合） (下限値のみの場合）

　①ばらつきが50％以下と判断できる例
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　②ばらつきが80％以下と判断できる例
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　[度数表またはヒストグラムの場合]

　　　　　ばらつきが小さい 　　　　　ばらついている 　　ばらつきが大きい

　２　　多工種複合工事の取り扱い

　（１）　主たる工種で評価する。なお，多工種で評定対象が重要な場合はこの限りではない。

　（２）　コンクリート橋は，プレテンション桁等，工場で製作される構造物も対象とする。

　（３）　評定は「合併工事」欄を活用する。
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